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一一 今月のおもな記恵一一

山岡家（藤原）のサザンカ
中川寛治氏勲四等旭日訟の栄替
8号線横尾地内に信号機設値
歳未たすげあい運動
火災予防の年末響成実施
町営工事入礼状況
町指定文化財紹介
日版会展に二氏入選
優良納税協ノ］会に感謝状
自動車重量税の施行
遺族会だより
食欲と肥満
朝日町結肢予防脳人会発足
印鑑を使う場合の心がり
えいせい一家（マ ンガ〉
第 9回青年議会
朝日町青年大会
青少年の年来年始補噂
除雪に万全を
移動消費生活センター開催
上朝日橋の竣幼
国民年金保険料の払込み
スキー教室参加者界銀
踏切事献をなくしよう
郵便局だより
成人者名簿
電報電話局だより
職安朝日分室移転のお知らせ
飲酒運転追放
心温まる寄贈のかすかず
結婚、出生、死亡
11月のi町内交通事政数
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なっている。 （写真左図容！日りいったい、

してどこでどうなってく っついたものか、

ささか面妖な気持にならざるを得なし、

さて、このザザンカは、 現主の·，~，·m交の手によって植えられ
たものと伝えられ、 一本悩えたものがj根本から分岐したらの

か、 二本併立して闘えたものか不詳であるが、少くとも二口・q:
以上は経過しているむのと惟定される。

サザンカは、つばき税の他物であるが九州、問団地プjの山地

に自生する！産地性の；唱・緑高木で、晩秋に至って偶数のmをつ

け、五枚の花ひらをたいらにひろけ’て咲き、散るときも1とひら

会散らしておわるところにつぱきとj詮う特徴がある。

山地のものは、花は白色であるが悶去問のものは、ぬ：、品｜：、

車交りなどいろいろある。

i襲名では「?r抑止lと11干ぶが、庇閣のおおかたの化カ‘終わるl悦

秋から冬にかけてl咲くところから珍患がられ、近年、舷'e・tをj店

ねて生j語によく用いられるようになってきているの

どちらの伎が、どう

その1耳障な状態I口、

塚

との地万においてl底｜割に殺培されるサザンカは、さして珍ら

しくはないが、藤塚、山間鯨制氏宅脳内のサザンカは、実にみ
ごとなものである。

根廻り悶囲70センチ余りのサザンカの巨木が一二本、版本が密

着し、幹は併立して伸び、地上3メートノレ付近から多くの枝をく

ねらせて四方へ繁茂し、樹高いずれも10メー I・ ；レ余に達して、

金枝すき聞なくピ 7シリ と花をつけているさまは、全く 「すば

らしいjの一語につきる。

校々の緑葉が、満開のピンクの花によってかくされ、 巨大な

ピンクのかたまりのような療は、正に人工のものかとまがうば

かりの美しさである。

表題写真はカラーでないため、f品・閲｜侍の伸容を伝えるには少

からす無理であり、関心あるかたは、その時期に足を運んで実物

を鑑賞されたい。きっとその伸容に魅せられるととであろう。

特にとのサザンカは、地Jニから 3メートノレ付近で一本の校が

双方の幹につながり、ちょうど人間が手をつないだような形に
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方
自
治
功
労
者
叙
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中
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寛
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氏

農
地
委
員
、
参
与
、
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水
審
議
会
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、
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長
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h
会
刈
州
議
長
、
川
町
農
業
会
設
江
委
此
、
口
本

f

十

戸

：

；
‘
司
法
会
出
支
部
長
、
市
山
地
む
裁
判
川

i
F

調
停
委
民
、
川
町
州
民
主
会
専
務
理
ポ
、
山
同

氏
力
隊
山
本
部
長
、川
町
人
事
香
白
μ
目安

中
川
口
治
氏
（
小
川
出
口
、
小
川
町
反
社
長
、
日
本
瞥
防
協
会
則

以
社
長
）
は
人
r
午
の
秋
の
引
な
ど
の
望
職
に
つ
か
れ
‘
さ
ら
に
衆
議

叙
剥
で
地
方
’
川
治
山
労
ポ
院
議

μ
（
間
十
七

f
－一ハ）
）
と
し
て
州
政

と
し
て
勲
問
答
旭
日
ぷ
を
に
も
参
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ん
ど
の
受
納
は
そ
の
か
ん
四
十
何
余

巾
川
氏
は
火
正
八
年
早
年
に
わ
た
る
地
方
臼
治
進
肢
に
つ
く
さ
れ

稲
川
大
学
政
粍
学
糾
を
不
た
か
が
や
か
し
い
別
組
が
認
め
ら
れ
た
も

業
後
、
一ニ刊友
合
資
株
式
会
の
で
す
。

社
に
不
服
さ
れ
て
お
ら
れ
な
お
、
中
川
氏
は
日
本
警
防
幼
紺
市
、

ま
し
た
が
三
十
二
才
で
川
出
山
地
方
裁
判
所
調
停
蚕
員
氷
年
誕
彰
を

測
し
、
以
来
、
初
土
の
発
も

F

つ
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

鹿
に
訟
を
注
ぎ
、
旧
川
町
今
回
の
叙
勲
を
、
中
川
氏
だ
け
の
喜
こ

の
り
十
店
長
品
、
消
防
組
顕
び
で
は
な
く
、
町
全
体
の
栄
併
と
し
て
氏

野
山
凶
長
、
財
陀
委
員
、
の
山
川
鱗
を
た
た
え
た
い
も
の
で
す
。

横
尾
地
内
に

信
号
機
を
新
設

国
道
八
号
躍
に
、
県
道
の
二
路
線
が
接

続
交
差
し
て
い
る
下
横
尾
地
内
、

〈小
川

温
泉
泊
湯
入
口
及
び
八
幡
宮
前
）
の
交
差

点
は
、
東
は
横
屠
ト
ン
ネ
ル
入
口
に
か
か

る
急
カ
l
プ
地
点
で
、
山
側
に
人
家
が
あ

っ
て
見
通
し
が
悪
く
、
従
来
、
出
あ
い
が

し
ら
の
事
故
が
多
く
、
地
元
の
人
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
運
転
者
や
歩
行
者
か
ら
も
早
急

に
そ
の
対
策
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が

技
術
的
に
多
少
閑
難
な
点
も
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
県
公
安
安
員
会
、
ス
汚
警
察
署
な
と

(2) ひ

〈轍風籍旭鳳皐銭安4謀議：

さあ

で
研
究
調
変
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
当
地
方
は
事
故
多
発
地
帯
で
も
あ

り
一
日
も
早
く
泊
当
な
施
設
の
設
置
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、

ζ

の
ほ
ど

経
費
二
百
五
十
万
円
を
投
じ
て
、
ニ
カ
所

に
四
茶
一
ず
っ
、
計
八
基
の
信
号
機
が
十

一

月
十
九
日
か
ら
と
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
信
号
機
の
設
憶
に
よ
っ
て
、
温
泉

町
や
笹
川
地
区
へ
の
往
復
、
あ
る
い
は
神

社
参
拝
者
や
横
尾
地
内
へ
の
往
復
者
は
安

心
し
て
道
路
を
横
断
で
き
る
よ
う
に
な
り

喜
と
ば
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
地
点
は
、
変
則
交
差
点
の
た

め
、
恨
の
進
入
何
度
に
よ
っ
て
は
見
に
く

い
と
ζ

ろ
も
あ
り
、
当
分
の
問
、

P
R
や

現
場
指
導
に
よ
っ

て
事
恨
の
防
止
に
つ
と

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
写
真
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属
地
内
に
設
置
さ
れ
た
信
号

機）
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歳
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運
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な
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協
力
を
・

一
忠
ま
れ
な
い
人
達
、

生
活
に
凶
っ
て
い

る
家
峰
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
長

期
入
院
出
者
の
か
た
な
ど
、

「
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
」
と
、
今
年
も
ま
た
政
米
た
す
け
あ

い
運
動
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
匂

町
民
の
倍
肢
の
あ
た
た
か
い
お
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持
を

一
愛
の
袋
」
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さ
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ま
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よ
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協
力
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ま
す
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。
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五
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六
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員
五
・
五
米

工
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十
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五
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二
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ア
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フ
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内
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五
八
米

巾

員
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米

工
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一
月
十
日
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七
年
二

月
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十
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日
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道
大
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岸
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鉱
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事

（
大
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地
内
）
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事
費
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八
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万
円
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員
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米
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期
十
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月
十
日
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十
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年
二

月
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十
日

五
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町
道
舟
川
新
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線
盤
巾
工
事
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新
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内
）

工
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三
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五
万
円
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ハ

三
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員
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五
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工
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十
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月
十
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年
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内
」
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期
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月
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都
市
計
画
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路
舗
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新
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事

（
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、
荒
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地
内
）

工
事
費
七
百
「
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円

延
長
二
五
八
米
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員
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米

工
期
十
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月
十
日
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十
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年
三

月
二
十
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さ

陀

如

来

立

所

有

地

初

日

町

一
六

一
聞
の
一

所

有

者

改

観

寺

野

間

斤

氏

こ
の
仏
像
は
尚
d
sハ
ト
れ
に
よ
れ
ば

「
伝
来
定
制
作
」
と
ぶ
っ
て
い

・
山ハ
柄
、
木
彫
の
江
像
で
す
ま
す
。
ま
た
山
恨
工
学
同
士
リ
日
椛
定
の

が
、
先
叫
脆
諦
際
附
が
新
午

判

符

の
中
に
も

「
非
常
な
傑
作
ー
と
あ
る

建
立
に
先
立
ち
、
明
治
問
十

と

お

り
、
お
よ
そ
千
年
を
経
た
百
仏
で
す

四
年
真
宗
大
谷
派
ぷ
願
年
ょ

が
、
保
存
状
服
は
極
わ
め
て
良
好
で
完
全

り
受
制
さ
れ
た
も
の
で
藤
以
円
満
な
容
僚
と
、
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
は
殊

時
代
未
聞
の
作
と
披
見
さ
れ
の
ほ
か
催
れ
地
万
文
郎
財
と
し
て
此
震
な

、
添
付
さ
れ
て
あ
る
本
山
仏
も
の
で
す
。

師
mm脳
出
胤
引
の
作
UG
策
定
市

（写
真
は
・木
像
阿
弥
陀
如
来
像
）

宮

崎

の

改

観

寺

阿

弥

木

像

イ象｜

あ

口
日
版
会
展
に
入
選
口

H
わ
が
町
の
版
画
作
家
た
ち
H

日
腿
作
家
を
以
て
組
織
す
る
版
画
家
集

団

「
日
版
会
」
の
第
十

一
回
公
募
展
は
去

る
十

一
月
十
五
日

t
二
十
一

日
の
閥
、
東

京
上
野
凸
版
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
富

山
県
関
係
七
名
の
入
選
者
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
が
、
本
町
か
ら
同
会
会
友
、
殿
村

謙
太
郎
氏
の

「
老
樹
」
、
問
、
間
部
善
治

氏
の

「テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
」

が
そ
れ
ぞ
れ
入

選
し
ま
し
た
。

な
お
、
殿
村
一
氏
の
作
品
は
、
早
春
の
老

樹
を
鋭
い
刀
の
切
れ
味
と
色
彩
で
生
か
し

た
佳
作
、
間
部
氏
の
作
品
は、

テ
ト
ラ
ポ

ッ
ト
の
群
保
を
色
彩
に
よ
る
半
抽
象
的
情

図
で
表
現
し
た
作
品
で
す
。

(3) 

謎試し点、：：~；；

－l
優
良
納
税
協
力
会
に
｜
」

「
i
l感
謝

状

l
l
1
L

南
保
地
区
錨
納
税
協
力
会
（
会
長
、
石

原
安
雄
氏
）
、

谷
納
税
協
力
会

れ
会
長
、

更
田
四
佐
氏
）
は
、
町
税
の
納
税
に
つ
い

て
、
今
日
ま
で
会
長
を
中
心
に
積
極
的
に

納
期
限
内
納
入
に
努
力
さ
れ
、
そ
の
成
巣

が
若
し
く
向
上
し
た
の
で
、
文
化
の
日
に

町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

－i
自

動

車

重

量

税

が

」

「
l
施
行
さ
れ
ま
昔

I
L

－
－
十
二
月
一
日
か
ら
｜
｜

経
済
の
発
肢
に
と
も
な
い
自
動
胤
台
数

いか
急
激
に
川崎
加
し
、

地
路
制
維
や
人
え
泊
が

般
な
ど
が
い人
き
な
社
会
川
副
と
な
っ
て
い

ま
す
。そ

こ
で
、
道
路
以
ど
の
社
会
資
本
を
充

実
す
る
た
め
の
財
憾
と
し
て
、

自
動
車
重

量
税
が
削
設
さ
れ
、
間
和
問
十
六
年
十
ご

月

一
ハいか
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

つ
ぎ
に
山
刷
沼
市
一国
税
に
つ
い

C
品
川

し
ま
し
ょ
う
。

1

ど
ん
な
自
動
車
に
か
か
る
か
。

泊
路
運
送
開
阿
訟
の
規
定
に
よ
り
、
自

動
車
検
査
（
い
わ
ゆ
る
車
検
〉
を
笠
付
る

山
動
車
、
お
よ
び
使
同
の
田
川
を
し
て
、

市
一
州
添
円
げ
の
指
定
を
受
け
る
将
自
動
出
（

届
出
軽
自
動
車
と
い
う
）
に
対
し
て、

そ

の
重
島
に
－
U
じ
て
税
合
が
か
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
大
型
特
殊
－
U
同
制
点
は
非
課
脱

と
さ
れ
、
ま
た
厨
川
軽
自
動
出
の
う
ち
、

既
に
車
両
部
号
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
の

あ
る
中
市
単
は、

そ
の
指
定
の
さ
い
に
交

付
芯
れ
て
い
た
経
自
動
車
届
出
済
証
を
返

納
し
た
旨
の
証
明
書
を
添
付
し
て
新
た
に

使
用
の
届
出
を
す
れ
ば
、
非
課
税
と
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、

mm動
機
付
’
回
転
前
十、
小
型

特
殊
車
は
こ
の
税
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん。2

だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
納
め
る
か

自
動
車
重
量
税
の
納
税
義
務
者
は
、
検

資
自
動
単
や
、
周
仙
眼
目
動
取
の
使
問
者

で
す
り
検
茶
自
動
車
は
、
陸
連
事
務
所
で

検
査
を
受
け
る
と
き
に
、
ま
た
届
出
時
臼

動
車
は
陸
連
事
務
所
に
使
用
の
届
出
を
受

付
る
と
き
に
、
税
制
に
相
当
す
る
自
動
車

重
量
税
聞
紙
を
納
付
留
に
は
っ
て
、
陳
述

事
務
所
の
窓
口
に
促
出
し
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

乙
の
印
紙
は
自
動
単
重
増
税
制
時
川
の
も

の
で
、
向
通
の
収
入
印
紙
を
は
っ
て
も
険

必
や
届
出
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
注
惑

し
て
く
だ
さ
い
。
乙
の
口
動
車
車
問
一
説
印

紙
は
、
日
動
備
や
検
五
登
録
印
紙
必
さ
ば
き

川
や
、
一
部
の
郵
便
局
で
販
売
し
て
い
ま

す。3

税

率

税
不
は
印
刷
車
の
臥
分
や
田
川
一
に
よ
っ

て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
自
動
車
検
査
証
の
有
効
期
間
が
二
年
の

も
の

ー

乗

用

向
動
車

例

郎

両

軍
肢
が

0
・
五
ト
ン
以
下
の

も

の

五

、

O
Aい
ろ
円

仰
心
巾
州
重
量
が

0
・
五
ト
ン
を
ζ

え

る
も
の
、
出
刷
重
量

0
・
五
ト
ン
ま

た
は
そ
の
端
数
ご
と
に

五
、
O
心
。
円

2

乗
問
自
動
車
以
外
の
向
動
車

例
車
両
総
重
量
が

一
ト
ン
ヂ
こ
え
る

も

の

玉

、

つ

O
O円

判
車
両
総
重
量
が
一
ト
ン
を
こ
え
る

も
の
、
車
両
総
重
量
二

ト
ン
ま
た
は

そ
の
端
数
ご
と
に
玉
、

onδ
円

3

二
輪
の
小
型
自
動
車三、

0
00
円

ニ
自
動
ぃ
車
検
査
一祉
の
有
効
期
限
が
一

年
の

－むの
1

乗
用
自
動
以

M
W

市
耐
震
巌
が

0
・
有
一
ト
ン
以
下
の

も
の

で
、
五

O
O円

的
車
両
重
量
が

0
・
五
ト
ン
を
こ
え

る
も
の
、
車
両
重
量
が

O
、
五
ト
ン

ま
た
は
そ
の
端
数
ご
と
に

二
、
五（

μ
U円

策
用
自
動
車
以
外
の
臼
動
車

市
阿
総
括
鑑
が
一
ト
ン
以
下
の
も

ケ＇）2 

の

二
、
五
O
O
円

川

市

一向
総
取
組
が

↑
｜
ン
を
乙
え
る

も
の
、
取
州
沼
鼠

…
ト
ン
ま
た
は
そ

の
端
数
ご
と
に

二

、
五

O
O円

3
 
．．
 

輸
の
小
型
自
動
車て

五
O
－
円

三
回
出
店
町
内
助
申

的

二
倫
以
外
の
特
自
動
引

七、

五

O
O
円

二
憐
の
紅
白
動
車四

、

0
0
0円

（ロ）

遺
族
会
だ
よ
り

大
平
洋
戦
争
の
南
方
方
面
で
戦
没
さ
れ

た
富
山
県
出
身
の
英
霊

一
万
四
千
六
百
九

十
四
註
を
記
っ
て
あ
る
沖
縄
の

「
立
山
の

塔
」
慰
霊
挙
資
会
（
会
長
山
田
伊
作
県
議

会
議
長
）
に
よ
る
第
七
回
慰
霊
祭
は、

去

る
十

一
月
二
十
二
日
属
地
で
神
式
に
よ
り

行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
代
表
団
の

一
員
に

県
宗
教
連
盟
代
表
と
し
て
九
里
道
守
氏
（

県
神
社
庁
副
庁
長

・
宮
崎
鹿
嶋
神
社
宮
司

）
が
出
席
さ
れ
、
帰
宅
に
さ
い
し
現
地
の

小
石
を
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
小
石
は
、
九
盟
氏
が
朝
日
町
出
身

の
英
髭
凶
百
二
十

一一肢の

「
み
た
ま
」
が

乙
も
っ
た
石
と
し
て
、
な
に
ひ
と
つ
遺
品

の
な
い
遺
肢
の
か
た
が
た
の
せ
め
て
も
の

片
身
に
な
れ
ば
さ
し
あ
げ
た
い
と
の
志
か

ら
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
で
、
希
望
さ
れ
る

か
た
は
九
壁
氏
へ
直
擦
申
し
で
る
か
、
ま

た
は
削
田
町
遺
族
会
事
務
局
（
役
場
住
民

課
内
）
に
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。
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食
欲
と
肥
満

1
ふ
と
り
す
ぎ
は
l
l
J

rl病
気
の
警
戒
警
報
L

寸
天
高
く
民
肥
ゆ
る
秋
」
と

い
う
乙
と
ば
の
と
お
り
思
わ
ず

食
べ
す
ぎ
て
肥
り
す
ぎ
に
な

η

が
ち
で
ず
。
そ
こ
で
今
回
は
食

欲
と
肥
満
の
関
係
を
し
ら
べ
て

み
ま
し
ょ
う
。

n
u
食
欲
は
頭
で
応
じ
る

ひ

食
欲
は
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
し
く
み
で

起
き
る
の
か
、

ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な

い
部
分
が
た
く
ぎ
ん
あ
り
ま
す
c

川H
袋
が

内
じ
に
な
っ
た
と
き
起
き
る
と
か
、
山
肌
液
中

の
フ
ド
ヴ
仰
の
即
位
が
低
く
な
っ
た
と
き

起
き
る
と
か
、
そ
し
て
今
で
は
火
悩
の
制

山
下
部
と
い
う
部
分
で
訓
節
さ
れ
て
い
る

と
日
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
視

床
下
部
の
部
分
に
、
食
欲
を
凶
じ
る
神
経

細
胞
の
釦
ま
り
が
あ
っ
て
こ
の
．． 

つ
が
m
H

よ
く
パ
ワ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
よ

う
で
す
η

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
食
欲
神

経
の
興
併
し
や
す
い
人
は
、
い
つ
も
沢
山

た
べ
ら
れ
る
人
で
あ
り
、
制
服
紳
粁
の
剛
一

耐
性
が
、
食
欲
神
科
よ
り
川
限
れ
て
い
る
人

は
、
い
わ
ゆ
る
食
の
細
い
人
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
良
欲
は
闘
で
感

じ
、
ま
た
門
的
が
い
？
は
い
に
な
っ
た
乙

と
も
一
政
で
感
じ
る
の
だ
と
い
え
ま
す
。

さあ

。
食
欲
は
な

d

せ
す
す
む

体
の
中
の
ど
う
い
う
糸
件
が
食
欲
と
満

胞
の
刷
万
の
神
科
を
調
節
し
て
い
る
の
か

ま
だ
よ
く
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

開
脅

し
た
り
、
怒
っ
た
り
す
る
と
、
と
た
ん
に

食
欲
が
な
く
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
気

分
の
質
化
が
大
附
の
刷
出
下
部
の
食
欲
神

経
や
尚
山
川
柳
椛
の
働
き
に
変
調
や
リ
え
る

た
め
に
、
食
欲
の
低
下
が
起
き
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
夏
の
qmさ
を
皮
膚
に
感
じ
る

と
、
や
は
り
同
様
の
こ
と
が
起
ζ

っ
て
食

欲
の
度
合
い
を
減
じ
体
内
で
発
生
す
る
熱

量
を
な
る
べ
く
少
な
く
し
よ
う
と
す
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
2

そ
れ
が
秋
に
な
る
と

似
し
い
気
持
の
よ
い
内
九%
が
肌
に
心
地
よ

い
影
山
間
を
守
え
、
こ
れ
が
食
欲
神
経
を
適

当
に
刺
激
し
て
、
食
欲
を
す
す
め
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

。
な
ぜ
肥
え
る

肥
え
る
と
は
、

．
H
に
使
う
カ

υ
リ
！

以
上
の
食
物
を
食
べ
る
場
合
、
そ
の
余
剰

分
の
カ
ロ
リ
；
が
脂
肪
と
な
っ
て
体
に
貯

え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
肥
満
型
の
人
で
ち

っ
と
も
食
べ
な
い
の
に
肥
え
る
と
い
わ
れ

ま
す
が、

よ
く
聞
き
ま
す
と
一三
度
の
良
市
け

以
は
、
比
較
的
少
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
間

食
に
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
、
ビ
ス
ケ
ノ
ト
、
せ

ん
ぺ
い
と
い
う
見
合
に
椛
ん
に
食
べ
て
お

ら
れ
ま
サ
。
そ
の
ほ
か
け
い
ン
ュ

l
ス
な

ど
に
山
米
ず
る
カ
リ
リ
ー
は
、

決
し
て川内

聞
に
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
耐
鋭
も
よ
く
肥
え
、
代
々
食
欲
神
経

の
興
需
性
が
い
凡
進
し
て
い
る
家
系
の
か
た

は
れ
い
と
き
か
ら
過
食
は
さ
け
、

で
き
る

だ
け
間
食
も
少
な
く
し
て
印
刷
極
的
に
、
体

操
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
行
な
い
、

エ
・
下
ル
ギ

1

消
抱
を
は
か
る
こ
と
で
す
。

な
お
、
若
い
タ
性
の
問
に
肥
え
た
く
な

い
と
無
即
な
節
食
を
し
て
い
る
か
た
が
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
生
の
健
康
を
考
え

れ
ば
マ
イ
ナ
ス

の
方
法
で
す
。
献
血
の

さ
い
、
む
い
女
性
の
肌
は
う
す
い
と
い
わ

れ
ま
す
が
や
は
り
必

裂
な
も
の
は
充
分

食
べ
、
日
常
生
活
の
中
で
体
を
も
っ
と
動

か
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
は
か
る

こ
と
が
生
似
の
健
康
生
活
へ
の
道
で
す。

ど
お
り
可
決
し
、
連
合
婦
人
会
の
奉
仕
事

業
と
し
て
過
去
十
余
旬
開
高
受
診
挙
を
保

持
し
て
き
た
結
儲
予
防
検
診
を
同
会
の
結

瓜
を
朋
に
組
織
の
力
で
結
核
予
防
の
み
な

ら
ず
、
島
近
増
加
し
つ
つ
あ
る
成
人
病
予

防
、
食
生
活
の
改
醤
な
ど
も
強
力
に
お
し

進
め
て
、
さ
ら
に
位
脱
の
町
と
す
る
こ
と

を
附
し
あ
わ
せ
ま
し
た
。

（写
真
は
結
成
大
会
の
も
ょ
う
」

一
裁
判
所
だ
よ
り
↑

φ
印
鑑
を
使
う
場
合
の
心
が
け

印
鑑
、
つ
ま
り
判
は
社
会
生
活
を
営
む

う
え
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

家
や
土
地
の
血
児
山
は
ま
た
は
貸
借
、
委
任

な
ど
の
契
約
な
ど
人
の
併
利
義
務
や
法
山川

上
の
地
位
に
重
大
な
脳
柳
川
を
与
え
る
引
柄

に
つ
い
て
は
、
後
日
の
た
め
に
契
約
出
、

賓
任
状
、

領
収
乃
な
ど
の
出
国
類
を
作
成
し

こ
れ
に
関
係
者
が
判
を
仰
し
ま
す
。

仰
矧
に
叫
刊
を
押
す
の
は
、
そ
の
判
の
向

、
正
が
ま
ち
が
い
な
く
そ
の
円
．劫
を
作
っ
た

ζ
と
、
あ
る
い
は
、
出
矧
に
古
か
れ
た
内

山
け
を
承
認
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
で
す
か

ら
、
本
米
印
鑑
は
持
主
が
臼
分
で
所
持
し

押
印
し
て
よ
い
川
知
か
ど
う
か
什
ら
確
か

め
た
う
え
で
押
す
べ
き
も
の
で
す
。

判
を
気
軽
に
他
人
に
預
け
た
り
、

あ
る

い
は
、
白
紙
委
任
状
に
判
だ
け
押
し
て
他

人
に
渡
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
世
間
で
し

ば
し
ば
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果

預
け
た
判
や
白
紙
委
任
状
を
悪
用
さ
れ
、

思
い
が
け
な
い
内
容
の
書
類
を
作
ら
れ
て

し
ま
う
例
は
珍
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
笛
類
は
自
分
に
無

断
で
作
ら
れ
た
の
だ
と
主
援
し
で
も
、
そ

の
言
い
分
を
と
お
す
の
は
相
当
む
ず
か
し

く
、
ま
た
、
そ
の
点
は
立
証
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
そ
の
書
類
が
事
情
を
知
ら
忽

い
第
三
者
の
手
に
渡
っ
て
い
る
よ
う
な
と

き
は
、
も
と
も
と
自
分
の
判
の
取
蹴
い
か

た
に
不
在
惑
な
点
が
あ
っ
た
た
め
に
起
こ

っ
た
こ
と
で
す
か
ら
、
結
局
そ
の
書
類
に

習
い
て
あ
る
事
．
納
に
つ
い
て
法
問
上
の
責

任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
印
鑑
を
他

人
に
．削
げ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け

避
け
、
要
任
状
な
ど
は
、
ど
う
い
う
こ
と

を
委
任
す
る
の
か
を
は
っ
き
り
由
い
た
う

え
で
相
手
に
渡
す
よ
う
に
す
る
ζ
と
が
望

ま
し
く
、
ま
た
臼
八円
で
判
を
抑
す
場
合
、

た
と
え
ば
、
保
祇
人
に
な
る
よ
う
な
と
き

も
蚊
悪
の
場
合
ど
れ
だ
け
の
金
額
の
支
払

義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
か
な
ど
、
判
を

仰
す
習
期
の
内
容
を
よ
く
即
解
し
て
か
ら

に
し
な
い
と
、
後
で
思
い
が
け
な
い
置
い

尚
任
を
負
わ
さ
れ
、
後
悔
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

Jィif指

＂＇－－よ 」「i:rqてJ

」
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議
会
公
報
発
行
等
を
決
議

H
H第
九
回
青
年
議
会
本
会
議
H
H

i実：；：言：議選挙j

ひ

第
九
回
朝
日
町
内
年
議
会

本
会
議
は
十
一
月
七
け
朝
日

町
議
場
で
行
な
わ
れ
、

去
る

八
月
三
日
か
ら
学
宵
や
研
究

し
た
ζ

と
を
町
当
局
に
質
問

し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
先
立
ち
、

「
議
会
広
報
発

行
に
関
す
る
件
L

「
グ
リ
ー
ン
パ

l
ク
設

置
に
関
す
る
件
L

「
駐
車
場
設
置
に
関
す

る
件
」
の
三
つ
の
議
員
提
出
議
案
が
そ
れ

ぞ
れ
民
出
さ
れ
、
全
員
で
吋
決
さ
れ
ま
し

た。
一
般
質
問
で
は
、
町
発
阪
の
た
め
の
ピ

ジ
コ
ン
の
確
立
を
は
じ
め
、
稲
祉
問
題
で

は
おH
年
の
家
の
誘
致
、
ホ
ー
ム
へ
山
川
パ
l

の
増
負
、
術
性
問
題
で
は
河
川
や
滞
附
の

川
染
対
策
や
公
衆
使
所
や
ゴ
ミ
処
即
対

策
、
町
政
公
聴
会
、
役
場
の
機
榊
改

m問
題

な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ

さあ(5) 

町
長
の
答
弁
を
熱
心
に
き
く
青
年
譜
員

か
I

水
利
地
持
税
に
つ
い
て
」
．
学
校
統

合
に
つ
い
て
一

一ー
泊
病
院
の
問
題
に
つ
い

て」

「
観
光
問
題
に
つ
い
て
一

一
上
収
道

政
世
に
つ
い
亡
」

『判
日
発
屯
に
つ
い
て

」

「
V
－
T
－
L
設
躍
に
つ
い
て

・一

…父

通
施
設
の
総
合
的
対
策
に
つ
い
て
一

一社

会
教
育
に
つ
い
て
」
な
ど
の
質
問
が
あ

り
、
活
気
あ
る
青
年
議
会
本
会
議
で
し

た
。
背
年
議
会
の
中
に
は
来
年
も
や

η
た

い
と
い
う
人
も
多
く
、

百
年
議
会
の
一泊義

が
県
下
の
各
地
践
に
ま
で
浸
透
し
て
き
で

い
る
と
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

一
一
く
…
一
地
域
ぐ

る

み

の

温

か

一
一
し
一
一
い
年
末
年
始
の
補
導

一
一
正
－
一

年
ぃ
率
的
は
、
必
ん
と
伝
く

一
一
巳

あ
わ
た
だ
し
く
、
う
わ
す
り
ゃ

一
一
く
一
一

す
い
気
分
に
な
り
が
ち
で
す
o

－
’
〉
－
－

・－ス
uv

－・

し
か
も
、
学
校
、
会

制

事

一
一
匹
一
一

務
所
な
ど
は
休
暇
に
な
り
、
円

引

1
1
2
少
年
こ
い
ろ
い
る
問
題
が
お
き

－－』
V
－－・

。

－・式
q
u
・－
や
ず
い
と
き
で
す
。

－
－
ハ
？

一
一
年
九

州
日
町
立
ヰ
梢
将
ヒ
J

タ

Z
Mド
↑
一
ー
で
は
、
年
ド
キ
ハ
院
の
河
川
手
…
・

一・
パ
J

・－

・一／．
J
・
を
明
る
く
．
正
し
く
将
こ
う
と、

－－
ars
－－
 

一
一
書
同
一
ん
十
二
川
一一
卜
五
日
か
・
り

一
川
じ

い
ま
で
怖
碍
七

シ
グ
i
を
間
A
L、
街
一同

を
巡
閉
し
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
ひ
と
り
ひ
と
η

互
い
に
佐
芯
し
あ
円
て
、－
ザ
派
なド
リ
少
作

在
荷
て
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に

と
協
力
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
は
、
一
家
間
ら
入
健
全
で
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

ヶ

：

ル

附

川
VM
閉
そ
却
え
、
川
で

｝

”
老

川
は
川
、

山川
は
ど
関
係
機
問

一
全

一
と
附
州
内
な
陥
・刀
体
制
ルし川刊

A

…
一コ

門
川
し
て
、
地
池
地
仰
な
除

山
・
4

…JTー
を
実
施
し
、
市
山
件
純

一

…
－」

川

F1
門
の
泊
町
父
過
の
蹴
似
を
凶

一
雪

…
る
た
め
、
つ
ぎ
の
川…
に
つ

一

川
ふ
れ

川
い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
仙
川

、

i
－
 

川
l
J

力
を
お
闘
い
し
ま
す
。

J

一

一
、
隠
恨
の
雪
お
ろ
し
の
あ
と
胎
米
一

で

か
不
十
分
な
た
め
交
通
の
山
一間
を
招

一

一
き
、
刊
に
市
街
地
の
除
叶
は
交
通
上

一

一
は
も
ち
ろ
ん
尚
防
活
動
の
う
え
か
ら

一

一
も
極
め
て
璽
安
で
す
か
ら
、
除
，引
の
一

．
機
会
を
み
て
、
町
内
会
の
一
一
汗
除
雪

一

－
e
%胤
し
て
く
だ
さ
い
。

一

一
－一
、
側
師
、
川
水
へ
の
間
前
川
な
勺

一

一
流
し
は
、
蹴
水
な
ど
に
よ
る
忠
わ
ぬ

一

，
災
百
を
招
く
こ
と
に
な
り
、
下
慌
に

一

お
よ
ぽ
す
版
物
を
｜
分
考
附
し
て
、

｝

一
計
阿
的
な
古
前
し
れ
業
を
災
施
し
て

｝

一
く
だ
さ
い
。

一

一
＝一
、
降
勺
山
の
路
上
町
市
は
交
辿
の

一

決一耐
を
引
く
と
と
も
に
除
げ
l
作
業
に

h

r

大
ぎ
な
附
山
と
な
り
、
ま
た
除
中
l

に

あ
た
り
こ
れ
ら
の
い引い山
岳
川
判
明
す
る

－
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
中
山
の
川
行

一

，
将
は
山
附
卜
ι
の
山
山
ト

（凶代
目
、
な
し
な

一
い
よ
う
民
心
し
で
く
り
ん
ヴ
い
n

総
合
で
山
崎
絞
下
優
勝

1
l昭
和
四
十
六
年
度
l
I
l
l
i－－‘

「
朝

日

町

青

年

大

会

1
・

悶
和
問
十
六
年
度
、
明
日
川
河
伴
大
会

は
、
十
一
月
二
十
一
日
、
山
中
学
校
で
開

か
れ
、

一
研
究
発
支
」
つ
制
去
」

「
情
口

コ
シ
ク
ー
ル

」

似
ぷ

（佐
川

・
彫
刻
・

克
術
工
去

－

WTμ
・H
引け〉
L

の
心
行
部
で
、

円
作
の
糾
川
Mm一を
践
い
A
H
い
ま
し
た
、
ま
た

必
念
公
仰
と
し
て
、
仙
地
元
刷
川

「
あ
ま
が

え
る
」
が
前
倒
ぞ
出
総
し
て
いけ
年
六
会
の

叫
切
れ
を
飾
り
ま
し
た
。

（以
下
は
成
制
）

付
総

合
M

慨
勝
山
崎
中
日
年
間

次
勝
大
家
作
一
青
年
間

三

位
南
保
青
年
団

同
研
究
発
表
の
部

「明
日
町
の
将
米
像
に
つ
い
て
」

段
優
秀
竹
内
秀
樹
（
連
青
）

似
政
秀
赤
川
香
代
子
（
山
崎
）

努
刀
貸
川
上
覚
一
（
南
保
）

同
演
芸
の
制
御

艇
秀
白

山

崎

郡
リ
年
同

努
力
賞
南
保
・
大
家
庄
背
年
団

側
情
宜
コ
ン
ク
ー
ル

（機
関
必
）

優
秀
白

「
新

制

」

山
附
背
何
十
川

努
力
賞

「
や
ま
な
み
」
南
保
背
年
同

凶
展
示
の
部

（
絵
画
）

阪
掛
秀

ト八
井
一
光
（
大
）

催

刃

臼

九

mk北
京
子
（
山
）

（
写
真
）

川
以
催
及
川
篠
山
・

km夫
（
五
）

M
W孫

自

前

川

勝

（

小〈）

（
来
航
）

倒
ぷ
月
白
川
勝
仲
介
副
，t
（火
）

ん

小

品

川灯
子
（
削
〕

hq

h
u
江
勝
広
（
的
）

（
生
活
技
術
間
作
）

川
川
限
必
け
申
小
川
崎
と
よ
，
ナ
（
川
）

悩
秀
賞
蓬
沢
邦
子
〈
山
〉

。
沢
弁
智
マ
ご
（
山
）

仙
名
房
子
（
山
）

，， 

u
賢
い
消
費
者
に

1

移
働
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
く

ー

j
t
」

IL

－
－

nの
州

E

泊
中
学
校
で
勝
助
消
抑制
午
前
七
ン
タ
ー
が

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
七

ン
グ
l
は
、
消
費
者
の
み
な
さ

ん
の
商
品
に
対
す
る
知
謙
を
深
め
、
よ
り

賢
い
消
費
者
と
な
っ
て
い
た
だ
く
乙
と
を

R
的
と
し
て
聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

二
十
日
の
関
脇
当
日
は
、
定
刻
前
に
三

l
人
余
の
参
観
者
が
集
り
、
連
合
会
船
人

会
長
水
野
す
な
氏
、
加
藤
助
役
の
テ
1
プ

の
ハ
サ
ミ
入
れ
が
あ
っ
た
あ
と
、
一
般
に

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

商
品
ラ
ベ
山
げ
の
み
か
た
、
簡
易
テ
ス
ト

苦
情
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
展
示
、

開
設
さ
れ

明
日
か
ら
の
生
活
に
た
だ
ち
に
と
り
入
れ

よ
う
と
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
多
く
の
主
婦

た
ち
の
裂
な
と
が
見
受
け
ら
れ
期
待
と
好

評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。「

O
E
U
7

・



(6) 

竣
功
し
た
上
朝
日
橋

山
崎
地
区
と
南
保
地
区
を
つ
な
ぐ
要
路

lf{l..f11461ト12月 I0 Cl 
YJ -FIJ CftiH 10 I二i発行）

近
年
、

そ
l
タ
リ
ーゼ
l
シ
2

ン
の
普
及

に
と
も
な
い
陀
民
の
日
常
生
活
上
の
行
動

範
闘
が
次
加
に
拡
大
し
、
市
街
地
と
鹿
山

村
提
訴
を
結
ぶ
広
域
な
社
会
生
活
闘
が
裂

摂
さ
れ
て
い
る
折
か
ら
、
交
連
制
の
仲
間
的

を
合
め
、
県
道
山
崎
l
泊
線
、
兆
羽
入
｜

入
部
線
、
山
崎

l
前
沢
線
の
三
路
線
を
出

航
す
る
し
・制
臼
橋
架
換
工
事
が
振
興
山
村

開
発
山
け
混
と
し
て
附
和
凶
十
四
年
度
か
ら

一・一力
作
引
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
ζ

の
ほ
ど
光
成
し
ま
し
た
。

こ
の
掃
は
、
延
長
百
十
米
、
巾
員
五
米

L
K
山
刊
訂
附
集
務
、
れ
岸
谷
集
務
百
八
十
八

米
の
ん
一り
つ
け
道
路
の
．L
壌
を
あ
わ
せ
六

千
U
七
十
・
力
一
千
円
の
工
事
貨
で
、

p
c

工
法

（ヒ
ア
ノ
斜
綜
十
二
本
を
柴
ね
た
も

の
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
入
れ
る
）
を
と
り

入
れ
た
蛮
っ
た
ト
刀
法
で
作
ら
れ
、

こ
の
橋

の
完
成
に
よ
り
町
内
を
二
分
す
る
小
川
に

赤
川
橋
、
新
小
川
橋
、
あ
さ
ひ
橋
、
小
川

橋
、
上
小
川
橋
を
含
め
、

山
間
地
の
通
学

通
勤
路
、
対
岸
集
落
と
の
交
流
、
物
資
の

輸
送
な
ど
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

ひさあ（思？選議品易会員）第196号

写
真
は
完
成
し
た
上
朝
日
構

忘
れ
ず
に

お
さ
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料

心
せ
わ
し
い
年
の
移
れ
と
な

り
ま
し
た
が
、
ど
と
の
ご
家
庭

で
も
十
一
．月
に
は

一
年
の
間
算

が
行
な
わ
れ
る
ζ

と
で
し
ょ

う
。
凶
民
年
金
で
も
、
掛
金
を
忘
れ
て
い

る
か
た
が
た
に
、
納
入
を
お
ね
が
い
し
て

い
ま
す。

国
民
年
金
に
入
っ
て
い
て
も
掛
金
金
忘

れ
て
い
て
は
、
受
け
る
年
金
が
少
な
く
な

り
ま
す
し
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
掛
け
忘

れ
て
い
る
と
、
年
合
一
を
受
け
る
権
利
が
失

な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金

で
は
、
来
年
以
降
も
卸
金
は
ど
ん
ど
ん
増

額
さ
れ
て
い
く
ζ

と
に
な
り
ま
し
ょ
う
が

一
人
｝
人
の
年
金
額
は
掛
金
月
数
に
応
じ

て
計
算
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
掛
け
忘
れ
の
期

間
に
つ
い
て
は
、
全
く
恩
恵
が
な
い
ζ
と

に
な
り
ま
す
。

老
後
は
か
け
足
で
や
っ
て
き
ま
す
。
若

い
う
ち
に
、
働
り
る
う
ち
に
、
力
の
あ
る

う
ち
に
と
、
乙
と
し
の
掛
金
も
十
二
月
中

に
き
ち
ん
と
納
め
て
A
r
後
に
耐
え
て
く
だ

弐ぜい
。 臨睦臨藷

色
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ス六
l
y＝1

7ー

ス
キ
l
教
室
参
加
者
募
集

冬
の
体
力
憎
強
は
ス
キ
ー
か
ら
と
、
今

年
度
も
ス
キ
l
教
室
が
つ
ぎ
の
嬰
項
で
開

設
さ
れ
ま
す
。

V
則
日
一
一
川
二
十
二
日

（土
）
i

二
十
凶
日
（
月
〉

二
泊
三
日

V
会

場

長
野
県
川
れ
店
（
い
わ
た
け
）

ス

キ
l
場
、
西
山
ス
・
キ
i
場

’v実
施
刀
法
初
経
者
、
中
級
者
、
指
導

忠
告
ク
ラ
ス
の
三
段
階
に
分

け
初
組
、
中
級
を
中
心
に

実
施

V
受
講
者
的
五
十
名

同
朝
日
前
内
に
住
所
を
宥
す

る
者
、
ま
た
は
朝
日
町
に

勤
務
を
す
る
者

村
全
日
程
を
参
加
で
き
る
者

V
参
加
費
一
人
三
、

0
0
0円
（
市

泊
費
、
現
地
で
の
交
通
費
〉

※
泊

t
信
能
森
上
聞
の
往
復
交

通
貨
、
貸
ス
キ
ー
そ
の
他
は

臼
己
負
担

V
申
込
締
切
一
月
十
四
日
（
金
）

V
申
込
刀
法

参

加
留
の
う
ち
五
0
0円

を
巾
込
金
と
し
て
添
え
、

所
定
の
巾
込
用
紙
に
必
要

＃
項
記
入
の
う
え
申
し
こ

ん
で
く
だ
さ
い

浴
中
込
合
一
の
な
い
析
は
受
け

つ
け
ま
せ
ん

♂
中
込
締
切
放
受
講
を
取
り

尚
し
て
も
申
込
企
は
起
越

し
ま
せ
ん

’v申
込
先

例

H
町
教
育
授
は
会
、
大
和

－

t
肥
州
連
動
呉
川

ー
制
に
つ
い
て
は
教
内
円
安
員
会

（
地
話
①

一一

O
川
）
へ
お

問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

、。

F
h
U
F
O
n
δ
 

体
協
だ
よ
り

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....・・・・・H ・・・・・・・・・・・・・・・........・

マ
郵
便
局
だ
よ
り
ム

年
賀
特
別
取
扱
十
五
日
か
ら
ら
開
始
山

第
＋
七
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

い
よ
い
よ
年
の
瀬
も
せ
ま
り
年
賀
…

（
十
一
月
十
四
日

泊
小
学
校
）
状
の
準
備
は
で
き
ま
し
た
か
。

マ
男
子
の
部

年
賀
状
は
お
互
い
の
旧
交
を
温
た
山

①

大

家

庄

①

五

簡

庄

め

あ

い

そ

れ

ぞ

れ

の

感

慨

を

と

め

た

…

マ
女
子
の

部

真

心

で

あ

り

ま

す

。

と
の
心
の
こ
も
…

①
大
家
庄
①
泊

一
区

っ

た

年

賀

状

が

阜

く

正

確

に

届

け

る

山

第
十
一
回
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
穴
会
た
め
に
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
と
協
力
…

（十

一
月
十
四
日
伯
尚
等
学
校
）
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
明
子
の
部

A

マ
年
賀
状
は
早
自
に
出
l
Jま
し
ょ
う
…

①
泊
二
区

①

削

一

区

て

年

賀

状

は

元

旦
に
配
達
さ
れ
て

…

マ
女
子
の

部

と

そ

意

義

が

あ

る

の

で

、

そ

の

…

①

境

①

南

保

た

め

に

は

早

や

自

に

（

士

一月
…

t
J
、，・
1
〈＝
f
J・1
・1
1
2
J
1J

二
十
六
日
頃
ま
で
）
差
し
出
し

山

国

鉄

だ

よ

り

て
く
だ
さ
い。

－L
Y－－’
1
・2
・、
p
・t
・，、
．．．．
 、f，．． ，‘

A

マ
郵
便
番
号
は
必
ず
書
き
ま
し
ょ
う
山

踏

切

事

故

を

な

く

し

よ

う

ナ

て
郵
便
番
号
の
完
全
記
載
を
お
顕
…

踏
切
で
は
警
報
機
が
附
っ
て
い
た
ら
純

一

い
い
た
し
ま
す
。
せ
っ
か
く
早
…

対
と
お
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
や
目
に
差
し
出
さ
れ
で
も
郵
便
山

ご
承
知
の
と
お
り
最
近
五
筒
庄
踏
切
（

コ

番
号
を
記
載
さ
れ
な
い
と
遅
れ

…

警
報
機
付
）
で
上
り
列
車
が
通
過
し
て
踏

世

る
場
合
が
多
い
の
で
必
ず
書
い
山

切
警
報
機
が
ま
だ
嶋
っ
て
い
る
の
に
、
渡
て
く
だ
さ
い
。

ろ
う
と
し
た
小
学
生
が
下
り
列
車
に
ふ
れ

・b

ま
た
、
差
出
し
人
の
あ
な
た
の

…

て
死
亡
す
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
υ

日

住
所
に
も
郵
便
答
号
（
九
三
九
…

骨ヌ

踏
切
事
政
の
ほ
と
ん
ど
は
通
行
者
の
不
’

l
O
七
）
を
醤
き
ま
し
ょ
う
。

注
意
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

ぉ

a
’
あ
て
名
は
正
確
に

踏
切
事
故
は
通
行
者
自
身
の
身
体
に
死
山

一
、
あ
て
名
は
正
し
く
、
ハ

ッ
キ
リ

…

傷
を
ま
ね
く
だ
け
で
な
く
、
列
車
の
脱
線

…

と
記
献
し
て
く
だ
さ
い
。

転
ぷ
く
で
多
数
の
旅
客
に
も
危
険
を
お
よ

…

特
に
お
子
さ
ま
宛
の
年
賀
状
に

…

ぼ
す
ζ

と
が
予
組
さ
れ
ま
す
。

…

は
必
ず
聞
書
を
お
忘
れ
な
く
記
…

朝
日
町
民
か
ら
は
一
人
も
踏
切
事
政
を

…

入

し

て
く
だ
さ
い
。

起
こ
さ
な
い
た
め
に
つ
ぎ
の
こ
と
を
守
り

…
・
年
四
状
の
ぷ
し
出
し
万
法

ま
し
ょ
う
。

山
．
、

年
向
状
の
差
し
出
し
方
法
は
市
…

て

列
取
が
通
過
し
て
も
踏
切
鯵
叫

械

が

…

内

（

的

問
配
達
区
域
）

、
富
山
…

的
っ
て
い
た
ら
、
反
対
列
取
が
隣
近
し
…
県
内
、
そ
の
他
の
三
つ
に
分
け
…

て
い
る
の
で
す
か
ら
絶
対
に
技
ら
な
い

…

て
上
部
に
年
目
i
f
一世
い
た
付
受
…

乙
之
。

…

を
つ
け
て
く
だ
ざ
い
。

一寸

断
切
で
は
一

日
停
止
し
て
在
日
の
公

－
小
包
は
慰
問
に
出
し
ま
し
ょ
う

。
八
土
特
般
か
め
て
か
ら
渡
る
乙
と
。

…

十
、
小
包
郵
便
物
は
十
二
月
十
五
日
…

三
、
断
切
上
で
自
動
車
が
エ
ン
ス
ト

し

た

…

頃

ま

で

に

疋
し
出
し
て
く
だ
さ
…

り
、
踏
み
は
ず
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
非

…

ぃ
。
そ
れ
以
後
一
は
年
内
に
配
達
…

常
ボ
タ
ン
を
抑
す
こ
と
。

…

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
“
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名
乙の名簿は、昭和46年12月 7 日現在の住民票により、 昭和26~事 1 月 16日から昭和27年4 月 1 日までに生まれた昭如46年度

成人該当者を記縦したものです。 （註…今年度から、成人式該当者は学年度単位でとらえる乙とに改めました。〉乙の名簿

に記般もれしているかたは12月25日までに教育委員会事務局 （電話2・1104）までお知らせください。 12月25日までにお知

らせがない場合は、成人者名簿に記誌できない場合がありまずからと了承ください。
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一 吉子子 良雄晴子子子子康彦夫俊 子 弔 子 光 子 子 子 三 子 義 一 間敏間 約千子鋭李 ｜

長佐山佐長松浜岡浜佐迫仮：｛民沢上狩氷数 ii.§ 沢 曲 近 間 広 箭火山山田
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二子二子子則益子子 子新I5J;f一人 1j災ま： ・f方芙下尖！え 鈴一一千 ー－見

山 政土岡久野悶抑栴魚川小東股木加入－兆四小 ；j（大

崎間居限条山中沢沢｛主村体 山村川島 ！μ制

久明忠秀前例~ j[ ~主主将 敏美悦flt
夫明子雌長二行設·~~子 l勝股子子夫制度盛明子子子

必当陶

2コE
日召，．．、簿者人町成日朝昭和 46年度

境

地

区

笹
川
地
区

後

藤

恵

子

長

弁

富

美

子

竹

内

忠

志

折

谷

良

子

折

谷

禎

一

深

松

恵

美

子

長

井

美

知

子

長

井

幸

枝

山
崎
地
区

五
箇
庄
地
区

犬
家
庄
掛
区

南

部

幹

夫

間

茂

真

澄

吉

田

真

鹿

子

南

部

正

利

南

茂

千

春

田

中

正

良

背

木

臨

子

泊

地

区

泊

区

梅

沢

知

子

九

室

な

な

子

長

井

牧

子

西

村

俊

彦

烏

端

邦

久

藤
沢
一
袋
店
子

東

崎

栄

子

加

藤

正

子

長

井

保

男

泊

二

区

板

沢

茂

土

居

和

美

永

井

真

型

子

松

田

誠

佐

竹

活

梅

津

輝

子

上
原
ア
ヤ
メ

日
下
部
由
利
子

菊

地

陽

子

竹

内

硲

子

中

島

佳
代
子

小

沢

牧

子

奥

る

り

子

越

境

久

美
子

酒

井

敏

雄

米

国

耕

悦

長

井

純

子

歌

山

哲

二

上

野

明

史

上
沢
雅
義
一
仏
原

作

弘

子

下

沢

芳

一

一
一
平
山

弘

忠

谷
口
奨
智
子

一
米

任

常

子

守

川

好

子

一
一
柚
木
伸
子

舟

川

明

誠

一

竹

中

正

信

松

倉

満

賀

子

－
栴

弘

文

岡

本

絹

子

一
・
氷
井
孝
之

上

沢

附

美

一
円
台
間
前
子

竹

中

陸

子

一
太

平

栄

子

鈴

木

孝

一
一
閉
山
腹

隆

志

寺

田

峰

子

一
花

野

総

菜

与

田

英

知

子

一
谷
川
好
菜
子

ぷ

崎

京

子

坂

上

庇

則

壬

松

岡

光

雄

一
篠

旧

和

災

水

制

光

作

一
肌

割

引

法

水

島

利

芯

子

wr
忠

久

川
附

米

間

随

一
－
西

岡

節

子

収

束

道

雄

一
山

崎

秀

行

谷

信

則

一
谷

円

作

子

阿

部

行

夫

一
藤

田

時

子

河

村

正

人

一
間

部

地

子

一
柳

下

轡

一

泊

三

区

石杉酒小大上入新制魚坂東 山松砂／J、笹舘荒

田井坂平野江饗上梓東 本原田左手川 川

茂 璽栄順智町安裕隆 智 千 美 慎 謙 光豊

雄誠｛言子子子子子子久徹子博鶴子悟ー 行子

日

東

紡

木大板高加升：新長小佐武畠田木大舟米

村建国情藤間回四川渡藤山中曽野本沢

り琴京高先秀直)I回数久智凪和 書文 妙妙
本 n：応

え子子子興子子子子子手子子子・子美子

…

電
報
電
話
局
だ
よ
り
…

…
H
大
家
庄
地
域
集
団
電
話
が
開
通
H
…

大
家
庄
地
区
の
地
域
集
団
亀
話
が

一

日
十
二
月
十
日
午
前
十
時
か
ら
開
通
し
…

…
ま
し
た
。

…

加
入
数
は

一
九
六
で
、
電
話
番
号
…

…
は
朝
H
＝一局
五
×
×
×
番
で
す
。

…

臨
時
電
話
帳
で
毒
号
を
た
し
か
め

…

一
て
か
ら
龍
話
を
お
か
げ
く
だ
さ
い。

…

…

ο話
は
要
領
よ
く
、
簡
単
に
。

…

0
長
話
は
み
ん
な
が
迷
惑
し
ま
す
。

一

年
賀
状
に
は

電
話
番
号
を
．
き
ま
し
ょ
う

配
話
揺
れ
げ
は
住
所
の

一
部
で
す
。

…

正
し
い
沼
話
番
号
の
帯
き
方
は
つ

…

ぎ
の
と
お
り

一一
T
九
三
九

l
O
七

ナ

徳
山
県
下
新
川
制
朝
日
町
泊

一
二
三

…

沼
稲
（
口
実
況
ハ
〉

二
｜
ニ

0
0
0

…

－

朝

日

太

郎

…

コ

お
問
い
合
わ
せ
は
朝
日
也
報
泡
話
局
一

f

包
括
朝
日
（
口
実
玄
人
）
ニ
ム

0
0υ
…

唱

（
無
料
で
す
）

一

ら
魚
津
公
共
職
業
安
定
所
一

し
朝
日
分
室
庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ
一

お

こ
の
た
び
庁
舎
新
築
に
伴
い
左
記
…

’
に
移
転
し
ま
し
た
。
従
来
通
り
御
利
一

…
用
下
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
一

朝
日
町
泊
四
三
一

T
E
L出

l
O
一
九
八

一

…
魚
津
公
共
職
業
安
定
所
朝
日
分
室

一

一
旦
に

よ

吐
一回
一

…

隠

一

一

一

畑

一

1
1川小川

一

制

一

2
伸
一

一

…M

一

一

…

m

斬

一

一
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十
二
月
十
六
日

i

一
月
十
五
日
ま
で

ひ

動運必

句
作
ク
リ
ス
マ
ス
、
正
体
会
、

－4
新
年
会
な
と
作
…
木
、
年
始
に
か

戸
、

け
で
は
、
泊
を
飲
む
機
会
が
た

ハ、

い
？
ん
多
く
な
り
ま
す
。

出

こ
の
た
め
、
例
作
乙
の
期
間

刊
V

に
は
飲
耐
述
転
に
よ
る
捕
ま
し

出
川

い
一
父
通
市
政
が
た
く
さ
ん
起
き

詔
比

て
ハ
・
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を

一括

な
く
す
る
た
め
、
十
．． 
凡
十
六

書
E

H
か
ら
制
作

一
月
十
五
け
ま
で

一h

の
一
カ
リ
問
、
飲
．

m起
転
出
政

司

町
．
総
ぐ
る
み
巡
動
が
民
間
さ
れ

創
即

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

欧
州
巡
山
の
川
一
般
は

h
o

飲
ん
だ
ら
吸
・
り

な
い
、
－
れ
る
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